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　　オ
ー キ シ ン は 、 主 と して 、 細 胞 壁 の 力 学 的 、 化 学 的性 質 を 変 化 さ せ て 植 物 の 生

長 を 調 節 して い る 。 オ
ーキ シ ン が 双 子 葉 植 物 の 茎 切片 の 伸長 生 長 を 促 進 す る 時、 細

胞 壁 中 の キ シ ロ グ ル カ ン が 分 解、 可 溶 化 、 あ る い は 、 低分 子 化 さ れ る． 我 々 は 、 先

に 、 キ シ ロ グル カ ン 7 糖 （Xyl3Glc4 ）、 8 糖 （GaltXy13Glc4 ）を認 識 し て そ の 代 謝

を抑 え る 抗 体 が ア ズ キ 上 胚 軸 切片 の オ ー キ シ ン 誘導 伸 長 を抑 制 す る こ と を明 らか に

した （88 年 度 植 物学 会 ）。 す な わ ち 、 キ シ ロ グル カ ン の 分 解 が 生 長 促進 の 原 因 と

な っ て い る と 考 え られ る。 と こ ろ で、 様 々 な 糖 特 異 性 を示 す レ クチ ン 類 の うち 、 フ

コ ー ス 結 合 レ ク チ ン は、 単 子 葉 イ ネ 科 植 物 の オ ー キ シ ン 誘 導 生 長 に は 影 響 しな い が、

双 子 葉 植 物 の そ れ を抑 制 す る （87 年 度 植 物 学 会 ）。 双 子 葉 植 物 の キ シ ロ グ ル カ ン

は 側 鎖末 端 に フ コ ー ス を 持つ の で 、 フ コ ー ス 結 合 レ ク チ ン は キ シ ロ グ ル カ ン の 分 解

に 影 響 して 生 長 を 抑制 した もの と 推 察 さ れ る 。 本 研 究 で は、 オ ー キ シ ン に よ るキ シ

ロ グ ル カ ン の 分 解 と生 長 促 進 の 因 果 関 係 を さ らに 確 か め る た め 、 フ コ ー ス 結 合 レ ク

チ ン が ア ズ キ 上 胚 軸 切 片 の オ ー キ シ ン 誘 導 伸 長、 細 胞 壁 の ゆ る み 、 キ シ ロ グル カ ン

の 低 分 子 化 並 び に オ ー ト リ シ ス （自己 分 解 ）に どの 様 に 影 響 す る か 調べ た 。

　　実 駛 に は、 暗 所 で 40 ” 50 皿m の 長 さ に 生 育 さ せ た ア ズ キ 上 胚 軸 を 用 い た ． そ

の 伸 長 部 域 の 表 面 を ア ブ レ ー ド し た 後、 10 皿m の 切 片 を調 製 し、 10mM 　 MES− KOH 緩

衝 液 （pH 　 6．0） に 浮か べ て 伸 長 させ た 。 ま た レ ク チ ン と して は、　 TPA 並 び に UEA 　 I

を 用 い た 。 レ ク チ ン と細 胞 壁 との 結 合 は 、 ア ズ キ 上 胚 軸 の 薄 切 片 （輪 切 り）を FITC

で 標 識 した こ れ ら レ ク チ ン で 処 理 し、 蛍 光 顕 微 鏡 観 察 に よ り確 認 した ． 細 胞 壁 の 力

学 的 性 質 は 応 力 緩 和 法 に よ り測 定 し た 。 キ シ ロ グ ル カ ン の 分 子 量 は、 ペ ク チ ン を 除

去 し た 細 胞 壁 よ り 24X　 KOH で 抽 出 され る 多糖 を、　 Sepharose 　 CL−4B カ ラ ム で 分 画 し、

ヨ ウ 素 法 で 定 斌 して 算 出 し た ． さ ち に 、 酵 素 を用 い て ペ ク チ ン を 除表 し た 細 胞 壁 を

レ ・ク チ ン と と も に イ ン キ ュ ペ ー ト し、 そ の オ ー ト リ シ ス に 及 ぼ す 影響 を 調 ぺ た ．

　　 TPA 及 び UEA　 I は 、　0．5m9 ／ml 以 上 の 濃 度 で ア ズ キ 上 胚 軸 切 片 の オ ー キ シ ン

誘 導 伸 長 を 抑 制 し た． こ れ ら レ ク チ ン に よ る 伸 長抑 制 は ほ と ん ど ラ グ な しに 認 め ら

れ た 。 こ れ ら レ ク チ ン は、 オ ーキ シ ン に よ っ て 引 き起 こ される細 胞 壁 の ゆ る み （最

小 緩 和 時 間 の 減 少 ） を も抑 制 した 。 ま た 、 オ ー キ シ ン は、 ペ ク チ ン を 除 去 し た 細 胞

壁 よ り 24X　 KOH で 抽 出 さ れ る キ シ ロ グ ル カ ン の 分 子 量 を 約 20X 低 下 させ た が、 こ

の 低 下 は TPA 及 び UEA　 I に よ っ て ほ ぼ 完 全 に 抑 制 さ れ た 。 さ ら に 、 こ れ ち レ ク チ

ン は、 ペ ク チ ン を 除 去 した 細 胞 壁 を pH 　 6．0 の 緩 衝 液 に イ ン キ ュ ベ ー ト した 時 に 認

め られ る Glc 及 び Xy1 を 主 成 分 とす る単 糖 、 オ リゴ 糖 の 遊 離 （オ ー ト リ シ ス ） を

阻 害 した 。 こ の 様 な フ コ ース 結合 レ クチ ン に よ る 細 胞 伸長、 細 胞壁 の ゆ るみ 、 キ シ

ロ グ ル カ ン 低 分 子 化、 そ し て 、 オ
ー ト リ シ ス の 抑 制 は 、 レ ク チ ン を あ ら か じめ フ コ

ー ス と反 応 させ る と消 失 す る か あ る い は 弱 く な っ た 。 以 上 の 結 果 よ り、 ア ズ キ 上 胚

軸 で は 、 キ シ ロ グ ル カ ン の 分 解 が オ ーキ シ ン 誘 導 生 長 の 原 因 の
一

つ とな っ て い る こ

と が 確 か め られ た 。
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